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Sex differences in facial parts when recognizing facial expressions of emotions
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Abstract
　The purpose of this study was to examine whether there exist sex differences in facial parts when 
recognizing facial expressions of emotions. The participants were 34 undergraduate students, whose ages 
ranged from 20 to 29 years. The stimulus materials consisted of photographs of six basic emotions 
(happiness, sadness, surprise, anger, disgust, and fear), and copies of these photographs in which upper or 
lower parts of these six basic emotions were shaded. The models for the photographs were six Japanese 
males and six Japanese females. The participants were asked to select the emotions appropriate for each 
photograph, and to select the facial parts (mouth, eye, nose, eyebrow, and others) they attended to when 
recognizing facial expressions of emotion. There were no significant differences in the rates of correct 
responses between male and female participants in selecting the six basic emotions, regardless of the sex 
of the models in the photograph. The relationship between accuracy of emotion recognition and the facial 
parts to which participants attended when recognizing facial expressions of emotion was not significant 
regardless of the sex of participants, and the sex of the models in the photograph. These results suggest 
the following ; 1) There are no sex differences in happiness, sadness, and surprise because they can be 
recognized easily ; 2) Fear can not be recognized above chance level ; 3) It is unclear whether sex 
differences exist in the emotions of anger and disgust ; 4) There are no sex differences in terms of 
attending to certain facial parts when recognizing facial expressions of emotion.
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Forni-Santos & Osório（2015）は，（face or facial）
and（processing or recognition or perception）and
（emotional or emotion）and （gender or sex）を検索の







の論文をレビューしている。Table 1 は，32 の論文につ
いて，表情の認識の正確さ，反応時間，情動の強度に関
1　本論文における引用法，及び文献記載方法は，日本心理学会が発行している「執筆・投稿の手引き（2015 年改訂版）」の規定に従っている。




「正確さ」について，合計得点では F ＞ M の研究が多
いが，情動別では，悲しみでは F ＞ M，幸福，怒り，
嫌悪，驚きでは F ＝ M の研究が多く，恐れでは F ＞ M
と F ＝ M の研究が同数と，情動別では男性と女性で表
情の認識の正確さに違いが見られなかったとする研究が
多い。「反応時間」について，合計得点では F ＝ M の
研究が多く，情動別では，悲しみ，嫌悪，恐れでは F ＜
M の研究が多く，幸福と怒りでは F ＝ M と F ＜ M の
研究が同数と，情動別では表情の認識に要する時間は男
性よりも女性のほうが早いとする研究が多い。「情動の
強度」について，合計得点では F ＝ M の研究のみだが，










大学生 133 名（男性 58 名，女性 75 名）に対しては 6 つ
の情動が最大表出されている写真を，実験群の大学生




体 的 に は， 最 初 に 無 表 情 の 顔 が 1500ms 提 示 さ れ，
1000ms の空白の後，同じ顔ではあるが 6 つの基本表情








よ り も 有 意 に 正 確 な 傾 向 が あ っ た。Hoffmann et 
al.（2010）の Experiment 2 では，大学生 186 名（男性
70 名，女性 116 名）を対象として，Experiment 1 で用
いられた 42 枚の写真× 7 つの強度（40，50，60，70，
80，90，100%）＝ 294 の画像を提示して，それぞれが
6 つの基本表情のうちのどれに当てはまるかを選択する










Mandal & Palchoudhury（1985）は，150 名の大学院
生を対象として，Pictures of Facial Affect の中から 6
つの基本表情を 1 枚ずつ用意した上で，提示時間が 1 秒，






Hampson, Van Anders, & Mullin（2006）は，62 名の
大学生（男女同数）を対象として，顔の情動（Facial 
emotion）などの 4 つの実験課題と，2 つの統制課題（言
葉の意味テストと同じ絵テスト）を実施した。顔の情動









Table 1　正確さ , 反応時間 , 情動の強度に関する主な結果














Rotter & Rotter（1988 Study 1）は，241 名の男子大
学生と 483 名の女子大学生を対象として，39 名の異な
る女性の表出者と，15 名の異なる男性の表出者（表出
者の年齢は記録されなかったが，実験者によって，大半
［120 枚中 88 枚］は 18 ～ 24 歳の範囲と判断された）が
表出した 120 枚の写真（4 つの情動［怒り，嫌悪，恐怖，








と 237 名の女子大学生を対象とした Study 2 も，Study 
1 と同じ結果であった。）
Montagne, Kessels, Frigerio, de Haan, & Perrett
（2005）は，大学生 68 名（男性 28 名，女性 40 名）を対














顔 の ど の 部 分 に 注 意 を 向 け た か に 関 す る 研 究
（Abbruzzese, Magnani, Robertson, & Mancuso, 2019; 
郷田・宮本 , 1999; Jack, Blais, Scheepers,  Schyns, and 
Caldara, 2009; 木村 , 2013; 光戸・橋本 , 2010; 長田・長坂・






















実験参加者　大学生 34 名（男性 17 名，女性 17 名，
平均年齢 21.0 歳，20 ～ 29 歳）。
刺激材料　マツモト・工藤（1996）から日本人女性の




計 12 枚（全て異なる人物）を使用した。この 12 枚の顔
写真それぞれについて，目から上のみ，及び口から下の













ないように 1 枚ずつ提示し，その後，顔全体の画像を 1
枚ずつ提示した。
手続き　実験は小集団（5 ～ 10 人）で実施した。初
め に 記 入 用 紙 に 年 齢 と 性 別 を 記 入 さ せ た。 次 に，
Microsoft Power Point で作成したスライドをスクリー
ン（縦 1.5m ×横 2.1m）に 1 枚ずつ投影し（観察距離は
















1 人と 16 人（正解率 94.12%），女性の不正解・正解の人
数は 0 人と 17 人（正解率 100.00%）となった。直接確
率計算をおこなった結果，その偶然確率は p ＝ 0.50（両
側検定）であり，有意ではなかった。幸福の女性表情に
ついて，男女別に，正解したか否かを調べた。男性の不
正解・正解の人数は 0 人と 17 人（正解率 100.00%），女
性 の 不 正 解・ 正 解 の 人 数 も 0 人 と 17 人（ 正 解 率
100.00%）となった。直接確率計算をおこなった結果，
その偶然確率は p ＝ 1.00（両側検定）であり，有意では
なかった。
悲しみの男性表情について，男女別に，正解したか否
かを調べた。男性の不正解・正解の人数は 1 人と 16 人（正
解率 94.12%），女性の不正解・正解の人数は 2 人と 15
人（正解率 88.24%）となった。直接確率計算をおこな
った結果，その偶然確率は p ＝ 1.00（両側検定）であり，
有意ではなかった。悲しみの女性表情について，男女別
に，正解したか否かを調べた。男性の不正解・正解の人
数は 1 人と 16 人（正解率 94.12%），女性の不正解・正
解の人数は 2 人と 15 人（正解率 88.24%）となった。直
接確率計算をおこなった結果，その偶然確率は p ＝ 1.00
（両側検定）であり，有意ではなかった。
驚きの男性表情について，男女別に，正解したか否か
を調べた。男性の不正解・正解の人数は 0 人と 17 人（正
解率 100.00%），女性の不正解・正解の人数は 3 人と 14
人（正解率 82.35%）となった。直接確率計算をおこな
った結果，その偶然確率は p ＝ 0.23（両側検定）であり，
有意ではなかった。驚きの女性表情について，男女別に，
正解したか否かを調べた。男性の不正解・正解の人数は
1 人と 16 人（正解率 94.12%），女性の不正解・正解の人
数も 1 人と 16 人（正解率 94.12%）となった。直接確率
計算をおこなった結果，その偶然確率は p ＝ 1.00（両側
検定）であり，有意ではなかった。
怒りの男性表情について，男女別に，正解したか否か
を調べた。男性の不正解・正解の人数は 6 人と 11 人（正
解率 64.71%），女性の不正解・正解の人数は 4 人と 13
人（正解率 76.47%）となった。直接確率計算をおこな
った結果，その偶然確率は p ＝ 0.48（両側検定）であり，
有意ではなかった。怒りの女性表情について，男女別に，
正解したか否かを調べた。男性の不正解・正解の人数は
1 人と 16 人（正解率 94.12%），女性の不正解・正解の人
数も 1 人と 16 人（正解率 94.12%）となった。直接確率
計算をおこなった結果，その偶然確率は p ＝ 1.00（両側
検定）であり，有意ではなかった。
嫌悪の男性表情について，男女別に，正解したか否か
を調べた。男性の不正解・正解の人数は 15 人と 2 人（正
解率 11.76%），女性の不正解・正解の人数は 16 人と 1
人（正解率 5.88%）となった。直接確率計算をおこなっ
た結果，その偶然確率は p ＝ 1.00（両側検定）であり，
有意ではなかった。嫌悪の女性表情について，男女別に，
正解したか否かを調べた。男性の不正解・正解の人数は
8 人と 9 人（正解率 52.94%），女性の不正解・正解の人
数は 4 人と 13 人（正解率 76.47%）となった。直接確率
計算をおこなった結果，その偶然確率は p ＝ 0.18（両側
検定）であり，有意ではなかった。
恐怖の男性表情について，男女別に，正解したか否か
を調べた。男性の不正解・正解の人数は 12 人と 5 人（正
解率 29.41%），女性の不正解・正解の人数は 14 人と 3
人（正解率 17.65%）となった。直接確率計算をおこな







13 人と 4 人（正解率 23.53%），女性の不正解・正解の人
数も 13 人と 4 人（正解率 23.53%）となった。直接確率










































められなかった。この結果は Hoffman et al.（2010 
Experiment 1：男性 96.6%，女性 97.1%），Mandal & 
Palchoudhury（1985： 男 性 96.0%， 女 性 98.7%），



















Hoffman et al.（2010 Experiment 1：男性 85.2%，女性









Hoffman et al.（2010 Experiment 1：男性 90.2%，女性
93.3%，ただし男性表情と女性表情の結果は込みになっ
ている），Hampson et al.（2006：男性 50.65%，女性
60.97%；ただし有意差があるかは調べられていない）と
一致していた。女性表情の結果は Hoffman et al.（2010 




















































～ 54 歳 の 成 人 28 名（ 男 女 同 数 ） を 対 象 と し て，











Abbruzzese, L., Magnani, N., Robertson, I. H., & 
Mancuso, M.（2019）．Age and gender differences 
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